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１-1(社）日本自動車工業会の概要 ①

【２００３年 四輪生産台数】 【２００３年 二輪生産台数】

＊加盟会社＝14社（カバー率１００％）
＊生産台数は03年四輪が１０２８千台、二輪が１８３万台
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１-2(社）日本自動車工業会の概要 ②

【四輪生産台数推移】 【二輪生産台数推移】

’03年 ’03年

万台/年

１,０００
３００

２００

万台/年
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１-3(社）日本自動車工業会の概要 ③

【四輪生産金額推移】
２０

１５

１０

兆円/年
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２-1 ＶＯＣ排出施設の概要＜設備一覧＞

乾燥炉

塗装ブース

塗装ブース

ユニット塗装
（エンジン・足回り部品）

防錆処理・補修他艤装組立・その他

乾燥炉

乾燥炉
バンパー （樹脂）塗装

塗装ブース、電着槽
ボディ塗装

排出個所工程
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＜参考＞ボデー塗装の塗膜構成

上塗り塗装（クリア）

上塗り塗装（ベース）

中塗り塗装

下塗り塗装（電着）

鋼板 （ボデー）

塗膜
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２-2 VOC排出施設：ボディ塗装の概要

中塗塗装
上塗塗装

ベースクリア

電着槽 乾燥炉 シーラ・ＰＶＣ 乾燥炉

乾燥炉乾燥炉

塗装完了

＊電着・ｼｰﾗー・中塗・上塗（ﾍﾞｰｽ・クリア）の設備の後に各乾燥炉
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その他
40%

ユニット塗装
14%

バンパー樹脂
12%

上塗り
18%

中塗り
7%

電着
9%

３-1 VOC排出施設数

上塗り乾燥炉
29%

中塗り乾燥炉
11%

電着乾燥炉
15%

バンパー樹脂
乾燥炉
18%

ユニット
乾燥炉
4%

その他
23%

塗装施設：約６００ 乾燥施設：約４００

・VOC発生施設数は
塗装施設が約６００、乾燥施設が約４００
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VOC排出量
約１５０万㌧

建築、造船他
45%

塗料
56%

ゴム製品
2%

クリーニング
2%

接着剤
5%

精油・油槽所
5%

印刷用インキ
5%

給油所
8%

化学薬品
8%

工業用洗浄剤
9%

（自工会推計： ５％）

３-2 ２０００年度全国排出量内訳（環境省推計）

自動車製造
１１％
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３-3 VOC排出施設別のVOC使用量比率

ボディ上塗
塗装
６５％

ボディ
中塗塗装
１２％

約８０％

その他 ２％

＊上塗、中塗塗装で全工程使用量の約８０％をカバー

バンパー
樹脂塗装
１８％

電着 ３％



Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

４-1 VOC排出の形態 ①電着工程

電着 乾燥炉

ＶＯＣ除去
処理効率：９５％

電着工程排気

排気

乾燥炉排気

持ち込み：３０

〜〜〜

排ガス
処理装置水系塗料による

浸漬（ﾄﾞﾌﾞ漬け）

水洗

ＵＦ

VOC使用量
１００

排出量：２ 排出量：１

分解除去： ２９

水へ移行：６８

クローズ ドシステム

＊電着工程は水系塗料を使用した浸漬塗装

＊VOC使用量１００に対し、塗装装置からの排出は２、
乾燥炉からの排出は１と非常に少ない。
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４-2 VOC排出の形態
②中塗・上塗・バンパー塗装工程

ブース排気

排気

乾燥炉排気

乾燥炉

塗装ブース

湿式排ガス洗浄

〜〜〜

排ガス
処理装置

VOC使用量
１００ 持ち込み：２０

ＶＯＣ除去
処理効率：９５％

排出量：８０ 排出量：１

１９は分解除去

ＶＯＣの排出
①塗装ﾌﾞｰｽ＝VOC使用量の８０
②乾燥炉 ＝VOC使用量の１
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問題点

・排出口が多い 最大濃度個所等の代表排出口

・同一排出口及びブース全体の の選定が必要

濃度変動幅大 （構造、使用量から推定可能）

・ブース全体の平均濃度実測は不可

５-1排出施設の排出実態（その１：塗装ブース）

手吹きゾーン 自動機ゾーン 点検アイドルゾーン

設備概要：上塗りブース
サイドスクラバー方式
排気ファン左右で４８基
排気口左右で２６箇所

生産タクト：1.7分／台

NO1～１３排気口：排気口数＝２６箇所

手吹きゾーン 自動機ゾーン 点検補正ｿﾞｰﾝ

同一排出口変動幅

最大１．２倍
同一排出口変動幅最大４倍同一排出口

変動幅最大２倍
濃度変動
(排出口）

手吹きゾーンに対し最大１０倍濃度変動(全体）

小大中排出口濃度

点検補正ゾーン自動機ゾーン手吹きゾーン
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５-2排出施設の排出実態（その２：塗装ブース）

準備室ロボットゾーン手吹きゾーンロボットゾーン

ブースへ(再循環) ブースへ(再循環)

クリヤー工程

フラッシュ
オフ

ベース工程

排気口

手吹きゾーン

排気口排気口排気口

確認
ゾーン

確認
ゾーン

リターン率６５％ リターン率６５％

省エネ対策のため
ゾーンにより排気
循環を実施

循環のため濃度高い
＊循環止めれば濃度１／３に低減
＊ただし、増エネ（CO2排出増）となる

（インバーター制御による排気風量調整を
行っている施設も同様に高濃度になる）
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６-1裾きりの外形基準と考えられる指標
【ＶＯＣ使用量】
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塗
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樹
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そ
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他

上
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そ
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中
塗
り

樹
脂

電
着

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

そ
の
他

使用量：トン/年

対象施設

７０２５０

ＶＯＣ使用量

８０

６０

ｶﾊﾞｰ率
(%)

２００

３００

（ ｔ／年 ）

施設別の使用量
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６-2裾きりの外形基準と考えられる指標
【施設総排気風量=ＶＯＣ排出量】

・施設総排気風量の大きい順にＶＯＣ使用量からＶＯＣ排出量を推計

７０５,０００以上

ＶＯＣ排出量施設総排気風量

８０

６０

ｶﾊﾞｰ率(%)

４,０００以上

７,５００以上

（ Nｍ３/min ）
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７-1 ＶＯＣ排出抑制対策

ＶＯＣ除去

ブース排気

排気

乾燥炉排気

乾燥炉

塗装ブース
乾燥炉
持ち込み

湿式排ガス洗浄

＊ＶＯＣ排出抑制対策の基本
①塗装ﾌﾞｰｽ＝発生源対策
②乾燥炉 ＝後処理対策

〜〜〜

排ガス
処理装置

発生源対策

後処理対策
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７-2 ＶＯＣ排出抑制対策と実施例

後処理対策

発生源対策

施策

②洗浄用シンナー使用量低減・回収

塗装ブース

使用量低減

低ＶＯＣ塗料の採用

排ガス処理装置設置

塗着効率向上

対策内容

乾燥炉

排出個所

①静電ガン、メタリックベル塗装、
ロボット塗装化 他

⑤水系塗料の採用

④ハイソリッド塗料の採用

⑥直燃式/触媒式/蓄熱式
の各燃焼処理装置

③カートリッジタイプ塗料採用

対策実施例

＊発生源対策で５つの対策、
後処理対策として３つの燃焼処理対策が代表的な事例
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７-2 ① 塗着効率の向上：ロボット塗装化

［レシプロ塗装機］

ロボッで３次元動作で効率的に塗装

・動作範囲が広く、塗装部位のみを

狙い打ちでロス少なく塗装

［アーム型塗装システム］

コンベアと垂直方向に往復運動

・吹き付けした塗料のﾎﾞﾃﾞｲへの

塗着ロスが多い

16台 8台

ロボットに取り付け
・静電ガン ・ﾒﾀﾍﾞﾙ

◆対策前 ◆対策後



Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

７-2②1 洗浄用シンナーの使用量低減
及び回収/再生

エアー

ミキシング装置
（追加装置）

カラー
チェンジ
バルブ
（ＣＣＶ）

塗料A
塗料B
塗料C
・
・

（色替え用）
洗浄用シンナー

(バルブ内
洗浄用シンナー回収）

エアー混合洗浄シンナー

ペイント

回収タンク

塗
装
ガ
ン

再生

ｼﾝﾅｰ使用量削減

ｼﾝﾅｰの回収・再生

配管及び
塗装ガン内
洗浄用シンナ
ー回収）

＊シンナーにエアーを混合し
洗浄力を高め、使用量低減

＊使用後のシンナー回収・再生
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７-2②2 洗浄シンナー使用量低減例

塗装ロボット

配管洗浄用ｼﾝﾅｰ配管洗浄用ｼﾝﾅｰ

塗料配管
ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞ
ﾊﾞﾙﾌﾞ（CCV)

洗浄範囲

ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞﾊﾞﾙﾌﾞ～ｶﾞﾝ先迄の
距離が長く洗浄範囲が多い

塗装ロボット

配管洗浄用ｼﾝﾅｰ配管洗浄用ｼﾝﾅｰ

洗浄範囲

ｶﾗｰﾁｪﾝｼﾞﾊﾞﾙﾌﾞ～ｶﾞﾝ先までの距
離を短くし、使用量低減

塗料配管

CCV 移動

◆対策前

◆対策後
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塗装ロボット

ガン先洗浄シンナーガン先洗浄シンナー

塗料充填装置

塗料配管

-90kV

洗浄シンナー
塗料削減

ｼﾝﾅｰ
洗浄範囲

ｶｰﾄﾘｯｼﾞ部

７-2③ カートリッジタイプ塗料利用による
洗浄ｼﾝﾅｰ使用量低減実施例
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７-2 ④・⑤ 低ＶＯＣ塗料の採用

非常に

多い

多い

－－－

技術的
課題

・溶剤又は希釈剤を使用しない

・粉体塗装等
無溶剤型

・溶剤又は希釈剤の主体が水水 系 型

・溶剤又は希釈剤に有機溶剤を使用

・溶剤含有率は低く、固形分比率が高い

溶 剤 型

（ハイソリッド）

概 要区 分

（主な分類）

＊水系型・無溶剤型は、品質確保・コスト等で技術課題
がかなり多い。
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７-2⑥ 乾燥炉排ガス処理装置設置

▲～○○◎ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ

・処理性能は安定

・高濃度に有利

・触媒劣化に伴い
処理能力低下

・低濃度に有利

・処理性能は安定

・高濃度に有利
特 徴

▲○○設置スペース

◎▲▲ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

９５％８０～９５％９５％除去効率

８００℃の高温雰囲
気下の蓄熱式分解
炉で酸化分解

白金等の触媒を利
用し、３５０℃前後
の低温で酸化分解

燃焼炉内で７００
～７５０℃の高温
で酸化分解

処理方法

蓄熱燃焼方式触媒燃焼方式直接燃焼方式項 目

＊それぞれ長所・短所有り、ケースに応じて選定

◎：有利 ▲不利



Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

屋外排気
(処理ガス)

120℃

バーナー

１次熱交換器

500℃

直接燃焼装置

塗装乾燥炉

150 ℃

燃焼炉

外気
(20℃)

ファン

バーナー
750℃

150℃

370℃

450℃

熱交換器

ファン

ファン

７-3① 排ガス処理装置 ［直接燃焼方式］
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屋外排気
(処理ガス)

120℃

バーナー

１次熱交換器

250℃

塗装乾燥炉

150℃

燃焼炉

外気
(20℃)

ファン

バーナー

150℃

250℃

150℃

熱交換器

ファン

ファン

750℃350℃

触媒燃焼装置

７-3② 排ガス処理装置 ［触媒燃焼方式］

白金触媒
（定期的な洗浄及び交換が必要）
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屋外排気
(処理ガス)

120℃

バーナー

240℃

塗装乾燥炉

150℃

燃焼炉

外気
(20℃)

ファンバーナー

150℃

120℃

熱交換器

ファン

ファン

800℃セラミック蓄熱体

蓄熱燃焼装置

７-3③ 排ガス処理装置 ［蓄熱燃焼方式］
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88
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5１
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1994 2000 2002

塗着効率の向上

シンナー回収・再生

低VOC塗料の採用

（ｇ/㎡）

（△４２％）

［ＶＯＣ排出量］

７-4① 自動車工業会の排出抑制対策と効果例

＊ＶＯＣ排出量原単位（ｇ / ㎡）を管理指標として推進中
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７-4② ＶＯＣ排出抑制対策例と抑制効果

▲ 7％ハイソリッド塗料の採用低ＶＯＣ塗料の採用

▲ 25％

洗浄用シンナー使用量低減・
回収使用量低減

色替え・洗浄経路短縮化

直燃式、触媒式、蓄熱式

水系塗料の採用

カートリッジタイプ塗料採用

静電ガン、メタリックベル塗装、
ロボット塗装化 他

対策実施例

推進中

塗装ブース

使用量低減

低ＶＯＣ塗料の採用

排ガス燃焼処理
装置設置

塗着効率向上

対策内容

乾燥炉

排出個所

▲ 10％

推進中

推進中

抑制効果

‘94年： 88g/m2をベンチマークとして▲42％ （‘02年：51g/m2）
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８. ＶＯＣ排出抑制対策効果とコスト

・エネルギー増大
・排水処理負荷増大
・設置スペース大
・設備改造規模大
・廃棄物増大

80～10020～30水性塗料

・材料コストアップ３～６5ハイソリッド塗料

・費用対効果大１～３20～30シンナー回収

・ベル化５～８5塗着効率向上

備考費用（億円）削減量（ｇ／ｍ２）抑制対策内容

＜１ラインあたり＞
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９-1 自動車工業会 の自主取組の状況

ＶＯＣ排出量原単位（ｇ／㎡）

ＶＯＣ含有量（塗料中）×塗料使用量ーＶＯＣ回収・処理量

自動車のボデｲ表面積合計（電着面積の合計）
＝

塗料からのＶＯＣ大気排出量のイメージ

塗料
ＶＯＣ成分

固形分

大気排出量

回収・処理量

＊管理指標はＶＯＣ排出量原単位を使用して推進してきた。
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９-2 自動車工業会の自主目標（案）

［ＶＯＣ排出量］

＊９４年度を基点に０２年度に４２％削減

＊０２年度までに、００年度基点で既に１８％削減を実施済み

＊１０年度目標を００年度基点で３０％減を検討中

塗着効率の向上

シンナー回収・再生

低VOC塗料の採用

（ｇ/㎡）

△３０％

自主目標（△４２％） 62
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10．自動車工業会の要望

１.対象施設に関して

・上塗り、中塗りで全工程の使用量の大半をカバーしている。

２.対象施設の外形基準について

①VOC年間使用量
②施設総排気風量 ＊外形基準の候補

＊ボディの上塗り・中塗り工程の施設が適切
他工程施設は除外が適当

且つ、電着（オーブン含む）については、水系塗料を
使用した浸漬塗装のため、施設として除外が適当
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３.ＶＯＣ排出濃度測定について

①排出口が多く、濃度の変動幅も大きく、平均濃度は不可。
・代表測定口の選定が必要

＊対象施設からの除外が適当

③水系塗料（電着等）は、排出濃度が他施設に比べ低い。

②省エネ対策のため、排気循環やインバータ制御を実施
すると排出濃度が高くなる。

＊測定濃度の風量補正が必要

＊最大濃度排出口の１個所が適当
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４.自動車工業会の自主取り組みについて

①管理指標をＶＯＣ排出量原単位（g/m2）として、根本的に

排出量を低減する対策を過去から実施。

②９４年度を基点に０２年度には４２％削減。

③２０１０年度目標として００年度基点で３０％減を検討中。

《今後の課題》

・水系塗料への切り替えはVOC低減には効果があるものの、

エネルギー増、排水処理性、廃棄物増大等マイナス面の

課題も多い。

・発生源対策を実施中の施設（例：ﾌﾞｰｽ）への後処理装置の

設置になると、現状の自主的な根本対策推進を阻害する

可能性あり。

排出規制濃度は対策実施済みの
実状を十分に考慮すべき
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